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49



































性』 （宝暦四年正月刊）の中 富十郎の項には「六月中旬迄の大入」とある。その後も富十郎は十数回同様の曲を踊ったとされ、今日に至るまで様々な役者が歌舞伎で繰り返し上演してきた。ま 、舞踊を離れて長唄だけでも盛んに演奏されたことは、 『御屋舗番組控』 （天保二年から慶応三年にかけての座敷を中心とする長唄演奏記録、東京藝術大学附属図書館所蔵） 「道成寺」 「京鹿子娘道成寺」などとして八十四回記録されていることでもわか
しかし、これだけポピュラーな《京鹿子娘道成寺》にも不明なことは





























































歌詞がかなり共通していることがわかる。この《娘道成寺》は『新曲糸の節』において曲名の下に「もゝ千鳥ともいふ」とあり、宝暦二年に京都で富十郎が踊った《百千鳥娘道成寺》の歌詞との関係が注目されてきた（ 『道成寺資料展解説書』一九九三年、早稲田大学演劇博物館編） 。また、 《娘道成寺》の歌詞後半には〽やがてあづまへゆく身じやものを」 あ が宝暦二年《百千鳥娘道成寺》の辻番付の口上に「若女形中村富十郎当霜月より江戸さかい町中村勘三郎座江罷下り申候ニ付御いとまこひ仕候
　
見物に御出て被下候以上」とあるのともよく対応している。もし、こ
う小鼓方の名前があるので、その人物が唄ったのかもしれない。 《容艶花娘道成寺》で誰が唄ったのかはわからないが、長唄の演奏者か、あるいは、現在も、役者が謡（〽道成卿承り〜」 ）を謡いながら舞うことがあるので 役者の可能性も考えられる。
この歌詞は他の道成寺物の曲にも古くから取り入れられ、正徳・享保











































































































答と申シ小皷壱挺之拍子舞のよふなものに御座候」とあって、鞠唄は宝暦三年に杵屋作十郎が作って加えたように書いてある。従って、鞠唄は、①宝暦二年に京都で《百千鳥娘道成寺》が上演された時から既にあった ② 暦三年に江戸で新しく られた、 二つの説が考えられることになる。
ところが、この鞠唄は三味線に上方のアクセントが残っていると古く

































































































































に先行する道成寺物《傾城道成寺》 （享保十六年二月中村座） 、 《百千鳥娘道成寺》 （延享元年） 、 《一奏現在道成寺》 、 《新道成寺》にも用いられている。本曲は、このうち初代瀬川菊之丞が踊った《傾城道成寺》の中ほどにあ 鐘入りの部分を歌詞も音楽も両方取 入れ とされ、吉住慈恭は昭和四年六月第二七八回長唄研精会のプログラムに「 『〽 るほどに』 （中略）はもと、 『娘道成寺』には無かった文句ですが、後には後段を略する為に『傾城道成寺』 一節 持って来て、付け加えるようになりました」と書いている。現行の《傾城道成寺》とは三味線の手が少し異なるが、今藤政太郎氏からは「同じ曲と考えてよいだろう」 御教示いただいた。
こうしたやり方がいつ頃から行われていたのかはわからない。長唄正




































































【比較検討資料・音源】「謡」は享保十八年山本長兵衛板の胡麻章による。「三味線譜」 「小十郎譜」は大正一三年刊行の小十郎譜による。「小三郎」は「四世吉住小三郎全集」 （二〇〇七年、コロムビア）「六世伊十 は六世芳村伊十郎、岡安喜三郎（年代不明。ニッポノフォン）「和風（ＳＰ） 」は四世松永和風、杵屋五三郎（
V
ictor 1314 6/50 ）



































『東博本鳴物手付』 （仮称、東京国立博物館所蔵）を見ると、 《傾城道成寺》の譜のうち〽さるほど（に） 」の下に「道成寺の通り也」とあるので、 「道成寺」 （ 《京鹿子娘道成寺》 ）でも〽さるほどに」以下の歌詞を使っていたことが推定できる。 『東博本鳴物手付』は歌舞伎を離れた場 鳴物が収録されていると考えられ ので、江戸時代からお座敷などでは途中を省略して〽さるほどに」以下で終わっていたのかもしれない。
以上のように、 《京鹿子娘道成寺》には、能をはじめとして、共通の











































また、 「鐘入り」部分 方が、 「中啓」よりも唄部分に京都アクセント
が反映している。
特に小十郎譜は、 「中啓 の唄に全く京都 の影響はな
く、長唄らしく節付けがなされたのではないかと思われる。小十郎譜には、唄と三味線に次のような相違例がみられる。
Ｂ中啓 謡（山本） 三味線譜 小十郎譜 小三郎 ６世伊十郎 和風（SＰ） 芳村金五郎
京都 10 3 1 3 8 6
古京都 3 6
共通 1
東京 1 5 12 12 5 1 1
古東京 1 1 1 1 1
保留 18 18 17 16 17 20 17
合計 30 30 30 30 26 30 30
Ｍ鐘入り 謡（山本） 三味線譜 小十郎譜 ６世伊十郎 和風（SＰ） 和風（歴音） 芳村金五郎
京都 18 7 8 9 11 11 10
古京都 3
共通 3 1 2 2 2 2 2
東京 5 16 17 7 9 14
古東京
保留 14 25 12 10 18 16 12









ときのアクセントが反映していると言われてきたが、長唄の場合には作曲時の三味線の旋律に上方アクセントが残り 唄の旋律は時代差 唄い手の個人 差が大きいことになる。
Ｄ「鞠唄」の部分で、三味線の旋律が京都アクセントを反映している
と言われているが、具体的に以下のような例を挙げることが き「わけざと」はアクセントの確例はないが、 「わく（分） 」の名詞化＋第一類名詞「里」との複合語で、同様の構成を持つ「春風」 ど鎌倉時代ＬＬＨＬから江戸時代までにＨＨＬＬと変化するので、ＨＨＬＬを京







都アクセントとして推定できる。三味線譜は「７７６７」でＨＨＬＬを反映している。「道具を」は東京アクセントが尾高型でＬＨＨＬ、京都アクセントはＨＬＬＬＬである。唄はどちらも外れるが、 ＊１７６ＨＬＬ となり、京都アクセントを反映す 。「伏せ編み笠」は東京アクセント②⑥にＬＨＨＨＨＬ、京都は「伏せる」が第二類動詞、 「編み笠」が江戸時代ＨＨＬＬ，現代ＨＬＬＬなので、複合し、古くは ＨＨ Ｌ、新しく ＬＬＨＬＬＬが推定される。三味線譜が「６７♯＊１６７」で後者のＬＬＨ Ｌを反映している。「吉原」は唄が「３５３♯４」で東京アクセントＬＨＬＬを、三味線譜が「７５７♯４」でＨＬＬＬと京都アクセントを「色ぢゃ」は、唄が「７＊１６」で東京アクセントのＬＨＬを、三味線譜が「＊３＊１＊３」で京都アクセントのＨＬ を反映している。「霜の」は、唄が「６＊１＊１」で東京アクセントのＬＨＨを、三味線譜が「＊３＊１＊３」で京都アクセントのＨＬＬを反映している。「関路」は唄が ６７６ で東京アクセント③⑥にＬＨＬとあるもに合致、古い東京アクセントである。三味線譜は「＊１７６」とあり、京都アクセントＨＬＬと合致する。
C手踊り 三味線譜 小十郎譜 小三郎 和風（SＰ）
京都 10 1 1 4
古京都 1
共通
東京 2 17 17 9
古東京
保留 15 10 10 15
合計 28 28 28 28
D鞠唄 三味線譜 小十郎譜 小三郎 和風（SＰ） 和風（歴音） 芳村金五郎
京都 14 2 3 8 6 3
古京都 3
共通 2 3 1 1 5
東京 3 23 23 12 11 19
古東京 1 1 1
保留 31 24 22 29 32 23
合計 51 51 51 51 51 51
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「馴染」は唄が「７＊１＊１」で東京アクセントＬＨＨを、三味線譜は「＊３＊１＊３」で京都アクセントＨＬＬを反映している。「圓かれと」は唄が「６７７６７」と東京アクセントの平板式形容詞のＬＨＨＬを、三味線譜は「♯＊１６７」と形容詞アクセントが型の区別を失い Ｌ となったものを反映している。「思」は連用形で、唄は「７＊１＊１」で東京アクセントＬＨＨを、三味線譜は「＊３＊１＊１」で古い京都アクセントＨＬＬを反映している。「縁」は唄が「＊５＊３♯＊４ で東京アクセントのＨＬを、三味線譜は「＊１＊３♯＊４＊３♯ ４ 低起式無核の京都アクセントを反映しているとできよう。以上、 《京鹿子娘道成寺》のＤ「鞠唄」部分は、宮崎まゆみ氏指摘の《黒
髪》と同様、三味線の旋律が京都アクセント 唄が東 アクセントという形で現れる。唄には個人差が見られるところから、唄の旋律は東 アクセント 、という風潮と もに、京都アクセント 東京アクセントへ変更したもの 考えられる。
さて、この曲節には、三味線が東京式アクセントとは異なることから
京都アクセントを反映して るとされた可能を持つところがみられる。
Fクドキ 三味線譜 小十郎譜 小三郎 和風（SＰ）
京都 13 4 1 9
古京都 1 1
共通 4 6 7 6
東京 20 32 19 24
古東京 22
保留 23 18 14
なし 20










































































歌詞 曲 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 謡（山本版） 三味線譜 小十郎譜 小三郎 ６世伊十郎 和風（SP）和風（歴音）芳村金五郎
初夜の 三井寺・大全 0 1,2 × 1 × 0,1 SDS 7*1×*1*1 7*1*1 DUU DUU UUU UUU UUU
鐘を 三井寺・大全 0 0 × 0 0 0 SハルSS *1*176 7*177 DUU DUU UUD UUD DUU
撞く 三井寺・大全 0 0 × 0 0 0 SS *17 6676 DU DU UU UU UU
時は 三井寺・大全 1 2 2 2 2 2 SSD 44×43 3423 UUD UUD UUD UUD UUD
諸行 三井寺・大全 1 × 諸行無常 0 × × 1 S＊ （6）7×*16 477 DUU DUD UUU UUU DUU
無常と 三井寺・大全 0 0 0 × 0 0 SSSS （4）4323・7 2433 DUUU UUDD DUDD UUDD UUUU
響くなり 三井寺・大全 0 3 2 2 2 2 SSSDS ･74433・7 343323・7 UUDDD DUDDDD UUDDD DDUDDD UUDDD
後夜の 三井寺・大全 1 1 × × × 1 DSD *3*3*3*3*3 7*2*3*3 DUU DUU DUU DUU DUU
鐘を 三井寺・大全 0 0 × 0 0 0 SSS *4*4*3 *3*4*3*3 DUU DDU DDU DDU DUD
撞く 三井寺・大全 0 0 × 0 0 0 SS *3*4 *2*4*3 DU UU UU UU UU
時は 三井寺・大全 1 2 2 2 2 2 SSS *3#*4*176 *3#*47 DUD UDD UDD UDD UDD
是生 三井寺・大全 × × × × × × SS下D *1*1#*4#*3#*4*1 6*1*3 DUU DUD DUD DUD DUD
滅法と 三井寺・大全 1 3 0 × 3 3 SクルSSDS *3#*4*1*176 6*1*1776 DUUU UUUD UUDD UUDD UUUD
響くなり 三井寺・大全 0 3 2 2 2 2 SSSSF *17（6）44（6）43 67674433 DUDDD UUDDD UUDDD UUDDD DUDDD
晨朝の 三井寺・大全 × × × × × × SSSSS ［6］×7443 4677644 DUUDD DUDDD DUUUD DUDDD
響きは 三井寺・大全 1 3 3 3 3 3 SSSF *17677 6777 DUUU DUUU DUUU DUUU
生滅 三井寺・大全 0 × × × 0 0,1 RDS （3）563 566563 UUUD DUUD DUUD DUUD
滅已 三井寺・大全 × × × × × 生滅滅已 5 SハルDS 443 243 DUD UUD UUD DUU
入相は 三井寺・大全 0 0 0 0 0 0 SSSSS 44［3］43 343433 DUDDD UUUUD DUUUU DUUUU
寂滅 三井寺・大全 0 0 × × × 0 DトルSDS *17*17*1674 67*1764 DUUD DUUD DUUD UUUD
為楽と 三井寺・大全 × × × × × 1 SクルSDD 7643 7743 UUDD UUDD UUDD UUDD
響くなり 三井寺・大全 0 3 2 2 2 2 DDDD（響て）64323 23333 DUDDD UUUUU UUDDD DUUUU
我も 三井寺・大全（0） 1 × 1 1 1 DトルSD （3）*3*3 ・733 DUU DUU DUU DUU
五障の 三井寺・大全 × × × × × 0,1 DSFS *3*3*4*3*2 42432 UDUD UUUD UUDD DDUD
雲 三井寺・大全 1 1 1 1 1 1 SハルS （*3）*4*3 44 UU DU（D） UU UU
晴れて 三井寺・大全（0） 2 2 2 2 2 SSF （*3）*4*3*4 4234 UDU UDU UUU UDU
真如の 三井寺・大全 1 1 1 1 × 1 DSUD （4）×7443 467643 DUUD DUUD DUUD
月を 三井寺・大全 1 2 2 2 2 2 SSS *2♭7♭765 6♭7♭7 UUU UUD DUD
眺め 三井寺・大全 0 3 3 3 3 3 DSD *2♭7♭76 5♭7♭76 DUD UUD DUD
明かさん 三井寺・大全 0 2 0,2 0 0,2 0 RSSR *4*3*2♭7♭7*2♭76 *2*3*2♭7665 DUDD DUDD DUDD
さるほどに 道成寺 （0） 1 × × × 1 DSSSD 677644 67644 DUDDD DUDDD DUDDD DUDDD
さるほどに 道成寺 （0） 1 × × × 1 DSSSD 677644 67764 DUDDD DUDDD DUDDD UDDDD
寺々の 道成寺 × × × × × 2 RDSD 6767643 67773 DUUDD DUUDD UUUDD DUUDD
鐘 道成寺 0 0 × 0 0 0 SS 767 67 UU DU DU UU
月 道成寺 1 2 2 2 2 2 SハルS/DS 6♭76 6♭7 DU DU DU DU
落ち 道成寺 （0） 2 2 2 2 2 RD/ 6*2♭7♭7 6♭7 UD DU UU DU
鶏 道成寺 0 0 0 0 0 0 SS/DS 665 56 DU UU DU DU
鳴いて 道成寺 0 0 0 0 0 0 SDS/SSS 653 663 UUD UUD UUD UUD
霜雪 道成寺 × × × × × 2 SDSS 5656*2♭7♭7 56♭7♭7 DUUU DUUU DUUU DUUU
天に 道成寺 1 1 1 1 1 1 SSS/SSS 6656 656 UUU UUU UUU UUU
満ち潮 道成寺 0 × × 0 0 0 SDSS *2*3*17 *2*3*17 DUDD DUDD DUDD DUDD
程なく 道成寺 × × ホドナク2,3 ボドナク2 × 3 SDSS程なく *2*3*17 *2*3*17 DUDD DUDD DUDD DUUD
この 道成寺 0 0 0 0 0 0 *176 67 UU UU UU DU
山寺の 道成寺 1 × 1,2 2 2 1,2 76446443 67444 UDDD UDDDD UDDD DUUUD
江村の 道成寺 × × × × × 0 SハルSSDD ×7×4× 67744 DUUDD DUUUD DUUUD UDDDD
漁火 道成寺 1 × × 1 1 1 DS 77 67 UU UU UU UU
愁いに 道成寺 （0） 0 2 2 0 2 SSRS ×7×4 6744 DUUD UUUU UUUU DUUD
対して 道成寺 1 3 3 3 × 3文1 SS下DD ×67*1 767*1 DDDU DDDU DDDU UDUU
人々 道成寺 2 × 2 2 × 2 SSDS ×・7×・7 ・7・7・7・7 DDDD DDDD DUDD DDDD
眠れば 道成寺 0 0 0 0 0 0 SSDS ×・7×・7・7・7 ・7・7・7・7 UUUU UUUU UUUU UUUU
よき 道成寺 （0） 1 × 1 × 1 DS ×4 44 UU UU UU DU
隙ぞと 道成寺 0 0 × × 0 0 SSDD 43・7443 4344 UDU UDUU UUUU UDUU
立ち舞う 道成寺 × 0 × × × × DハルSSS ×*4*4*3 *2*4*4*3 DUUU DDUU UUUU DUUD
様に 道成寺 1 1 × 1 × 1 SDSS *2*3*17 *3*17 UUD UDD UDD UDD
ねらひよって 道成寺 × × × × × 4 SSD下SDD 7676446443 67444 UUDDD UUDDDD UUDDD DUDDD
撞かんと 道成寺 0 0 × 0 0 0 DSハルSD ×7×4 6744 UUUD UUUD UUUD DUUD
せしが 道成寺 0 0 0 0 0 0,1 SSS ×67*1 767 DUU UDU UUU UDU
思えば 道成寺 0 2 2 2 2 2 SDSS ×444 4444 DUDD DDDD UUUU DUUU
この 道成寺 0 0 0 0 0 0 SS 44 44 UU UU UU UU
鐘 道成寺 0 0 × 0 0 0 SS 67 67 DU DU DU UU
恨めしやとて 道成寺 3 0 4 4 3,4 4 DSDSSSS *16463・7・7 674433・7 DUDDD UUDDD UUDDD DUUUD
竜頭に 道成寺 1 1,2 0 1 × 0,1 SDSSS ×*3×7 *2*3*37 DUUD DUUD DUUD DUUD
手を 道成寺 （0） 1 1 1 1 1 DS ×6 *17 UU UU UU UD
掛け 道成寺 （0） 2 2 2 × 2 DS ×4 74 UD UD UD UD
飛ぶよと 道成寺 0 0 0 0 0 0 DSDS ×774 4774 DUUD DUUD DUUD DUUD
見えしが 道成寺 （0） × 2 2 2 2 SSR ×64356 4433 UUDD UUDD UUUD UUDD
引き被い
てぞ












道成寺 （0） 0 2 2 0 0,2 SハルDSSF 633*2*4*3♭7*2
6556
23*36756656 DDUDD DDUDD DDUDD DDUDD
【表１】
